	分野
	会計分野（財務会計Ⅰ）

	教材の
タイトル
	クラウドファンディングから考える資金調達

	教材からの学び
	１　資金調達方法の種類を理解し、それぞれのメリット・デメリットを踏まえ、資金調達の意思決定をする能力を養う。
２　新しい資金調達の方法であるクラウドファンディングの理解を深め、種類によるメリット・デメリットを理解するとともに、クラウドファンディングの成功要因について考えを深めることができる。
３　根拠を明確にして説明する能力を養う。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　講義と個人学習＞
[bookmark: _Hlk205454443]１　ワークシートを配付し、ワークシート内の１・２を活用しながらクラウドファンディングについて講義を行う。ワークシート内の３・４については個人で考える。（50分）

＜２時間目　グループワーク・発表＞
１　生徒はワークシート内の５に沿ってグループでの意見共有を行う。ワークシート内の５（３）を考える前に、ワークシート内の３について全体で意見共有を行うと、より学習効果が上がる。最後にワークシート内の５（３）について各グループから発表する。全ての発表を聞いた後、生徒は個人での最終的な意思決定を行う。（40分）
２　振り返り評価シート（シート１またはシート２）を活用して、振り返りをする。（５分）
３　クロージング。（５分）


ティーチングノート



クラウドファンディングから考える資金調達　授業計画

■本単元の位置付け
第12章　純資産
第２節　 資本金

■本単元の目標
１時間目
新しい資金調達の方法であるクラウドファンディングの理解を深め、種類によるメリット・デメリットを理解するとともに、クラウドファンディングの成功要因について考えを深めることができる。また、資金調達方法の種類のメリットとデメリットについて理解する。

２時間目
　資金調達方法の違いによるメリット・デメリットを整理し、根拠を明確にして意思決定をすることができる。また、他者の意見から自己の考えを見直し、最終的な意思決定をすることができる。

■評価の規準
【Ａ】知識・技術
　・クラウドファンディングや資金調達方法など、複数の方法についてのメリット・デメリットを整理し、違いについて説明している。
【Ｂ】思考・判断・表現
　・クラウドファンディングの成功事例・失敗事例から成功する要因について見いだしている。
　・資金調達方法の違いによるメリット・デメリットを整理し、根拠を明確にして意思決定をしている。また、他者の意見から自己の考えを見直し、最終的な意思決定をしている。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・課題解決に対して、主体的に解決しようとしている。
・振り返りにより、今回の学習を今後に生かしていこうとしている。

■留意事項
　・グループワークが円滑に進むように、適宜教員から指導・助言を行う。

■授業運営の詳細
＜１時間目＞







【授業の大枠】
・ワークシートを配付し、ワークシート内の１・２を活用しながらクラウドファンディングについて講義を行う。ワークシート内の３・４については個人で考えさせる。
※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　クラウドファンディングの講義（20分）
　・ワークシートを配付する。
　・クラウドファンディングとは、インターネットを通じてたくさんの人から少しずつお金を集めて、アイデアや活動を実現する方法です。『 Crowd （群衆）』＋『 Funding （資金調達）』 の組み合わせで、個人や小さな団体でも大きな夢に挑戦できます。あるカフェがコロナ禍で存続の危機になりました。地域密着型店舗としての思いやりやストーリーを語り１日で目標の  300 万円を達成しました。また、甲子園出場校が遠征費、宿泊費、活動資金などをクラウドファンディングで支援を集めるケースも増えています。「 あなたならどんなプロジェクトで支援を募りますか？」「 逆に、どんなアイデアなら支援したくなりますか？」こちらの質問についても生徒に考えさせる。（３分程度）どのように考えたか、隣り合う生徒同士で意見共有する。

クラウドファンディングの講義
　・ワークシートのクラウドファンディングに関する説明や出典、YouTubeでの動画を活用してクラウドファンディングについて学習する。YouTube動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。
　参考YouTube
　・https://www.youtube.com/watch?v=C2bSuuFmp24
　　【基本説明】クラウドファンディングとは？？　地域通商やまぐち株式会社
　クラウドファンディングの種類
　・お金を出してくれた人（支援者）に何を返すかによって、投資型、購入型、寄付型の３種類に分類される。支援者のメリット・デメリットを中心に学習する。

２　個人学習（30分）
グループ意見共有に向けて、ワークシート内の３・４の取組指示。
　・あなたは、空を飛ぶ傘を開発するために資金（お金）を必要としています。次の四つの資金調達の方法から、それぞれメリットとデメリットを挙げてください。また、購入型クラウドファンディングを選択した場合、資金が集まった後、どのような会計的な責任や義務が生じるでしょうか。
　・クラウドファンディングの資金調達の成功事例と失敗事例を調べてみましょう。
・２時間目のグループ意見共有に向けて、個人学習を事前に学習するように生徒へ指示をする。ワークシート内の３・４は２時間目までに回収し、評価をつける。ワークシートを撮影して、ロイロノート等で提出させてもよい。
　　（ 評価については振り返り評価シート（シート１またはシート２）の「知識・技術」「思考・判断・表現」について意見共有を行う前に評価しておく）。
　・インターネットの情報を活用してワークシート内の３・４をまとめる。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
１　生徒はワークシート内の５に沿ってグループでの意見共有を行う。ワークシート内の５（３）を考える前に、ワークシート内の３について全体で意見共有を行うと、より学習効果が上がる。最後にワークシート内の５（３）について各グループから発表する。全ての発表を聞いた後、生徒は個人での最終的な意思決定を行う。（40分）
２　振り返り評価シート（シート１またはシート２）を活用して、振り返りをする。（５分）
３　クロージング。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　議論を始める前に（２分）
（１）心理的安全性の確保
・それでは今から全体の意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で～と付けられるといいですね。よろしくお願いします。

＜グループ意見共有＞
２　クラウドファンディングの資金調達方法成功事例と失敗事例（18分）
設問５（１）の議論
・個人学習の４で調べたクラウドファンディングの資金調達成功事例と失敗事例について意見共有を行いましょう。10分グループ意見共有を行う（４～６名くらいのグループ）。
設問５（２）の議論
・（１）の議論を踏まえてクラウドファンディングを成功させる要因は何だと思いますか。
５分グループ意見共有を行う。

３　資金調達（お金を集める）方法の比較（20分）
＜グループ意見共有＞
設問３（１）の議論
・個人学習３の（１）で４つの資金調達のメリット、デメリットについて調べてもらいました。その４つの資金調達の方法のメリットとデメリットの意見共有を行いましょう。
10分グループ意見共有を行う。
設問３（２）の議論
・個人学習３の（２）で購入型クラウドファンディングを選択した場合、資金が集まった後どのような会計的な責任や義務が生じるかについて調べてもらいました。このことについて５分間、グループで意見共有をしてください。数多くの意見を出してください。
・５分グループ意見共有を行う。数多くの意見を出すことを重要視する。
＜全体意見共有＞
・発言内容についてはできる限り板書する。発言内容を教員が簡潔に繰り返してリピートする。それにより全員の理解が深まる（特に声の小さい生徒の発言の後は必ずその発言内容をリピートする）。

設問５（４）
・それでは、これから全体意見共有を行いたいと思います。設問５（４）について、みなさんのアイデアを発表してください。

設問５全体の意見共有後
・全体の意見共有後、個人で最終決定した資金調達方法に〇を付けてください。グループで決定した資金調達方法と変わったか変わらなかったにも〇を付けて、その理由を発表してください。

４　振り返り（５分）
・振り返り評価シート（シート１またはシート２）を配付し、記入させ、グループで共有する。振り返りは学びの定着・課題の発見・自己評価につながるため必ず行う。
・振り返り評価シート（シート１またはシート２）を回収し、評価をつける。

５　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　　本教材の作者は以下のように毎回この授業をクロージングしています。もしよろしければ参考にしてください（クロージングの方法はこの限りではありません）。
・クラウドファンディングの意味、種類、活用事例について学びました。インターネットを通じて、多くの人から少しずつ資金を集め、夢やアイデアを形にできることが分かりました。
・クラウドファンディングは資金集めの手段であると同時に、共感を集める仕組みであり、種類によって「見返り」や「使い道」が異なります。成功の鍵は「魅力的なストーリー」「信頼」「支援者とのつながり」です。
・クラウドファンディングは、お金の集め方を変えるだけでなく、人と人のつながりを広げる方法でもあります。今日学んだことを、将来の自分の夢や地域の活動に生かしていきましょう。
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